
傾
向
が
続
い
て
い
る
。
受
け
入
れ
企
業

は
大
き
な
政
策
転
換
と
な
る
育
成
就
労

の
意
義
を
十
分
理
解
し
た
雇
用
が
求
め

ら
れ
る
。

育
成
就
労
が
従
来
の
制
度
と
最
も
違

う
点
は
、
原
則
禁
上
だ

っ
た
転
籍
が
容

認
さ
れ
た
こ
と
だ
。
日
本
語
の
能
力
や

技
能
な
ど

一
定
の
条
件
を
満
た
せ
ば
、

■
舛
Ｚ
年
の
就
労
後
、
同
じ
業
務
分
野

で
職
場
を
変
え
る
こ
と
が
可
能
に
な

る
。
こ
れ
ま
で
職
場
を
変
え
ら
れ
な
い

と
い
う
規
制
が
劣
悪
な
労
働
環
境
の
温

床
に
な

っ
た
と
り
つ
見
方
が
あ

っ
た
。

た
だ
、
転
籍
の
容
認
は
賃
金
の
高
い

都
会
に
人
材
を
流
れ
や
す
く
す
る
と
の

懸
念
が
以
前
か
ら
根
強
い
。
地
方
の
中

小
企
業
が
初
期
教
育
を
負
い
、
あ
る
程

度
育
て
た
と
こ
ろ
で
転
籍
す
る
状
況
が

続
け
ば
、
そ
の
影
響
は
大
き
い
。

少
子
化
と
若
者
流
出
で
人
手
不
足
に

悩
む
地
方
ほ
ど
労
働
力
を
外
国
人
に
頼

ら
ぎ
る
を
得
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。

べ
た
。

ａ

討

罰

ヨ 転
籍
容
認
が
ど
の
程
度
の
影
響
を
も
た

ら
す
の
か
検
証
を
続
け
、
必
要
な
手
だ

て
を
話
し
合
い
な
が
ら
制
度
を
よ
り
よ

く
し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
だ
。

新
制
度
の
下
で
は
、
外
国
人
材
を
継

続
的
に
確
保
す
る
た
め
に
労
働
環
境
や

待
遇
の
改
善
が
進
む
と
み
ら
れ
る
。
地

方
と
し
て
は
、
住
環
境
を
合
め
暮
ら
し

や
す
さ
を
肌
で
感
じ
て
も
ら
う
取
り
組

み
も

一
段
と
大
事
に
な
る
。

育
成
就
労
は
原
則
３
年

の
期
間
だ

が
、　
一
定
の
技
能
水
準
に
達
し
、
試
験

に
合
格
す
れ
ば
（
特
定
技
能
■
号
に
移

行
で
き
る
。
国
は
今
年
度
か
ら
■
号
の

対
象
を
広
げ
、
計
１６
分
野
と
し
た
。

こ
う
し
た
措
置
は
育
成
就
労
の
外
国

人
を
中
長
期
的
な
働
き
手
に
結
び
つ
け

て
い
く
必
要
が
あ
る
か
ら
と
い
え
る
。

そ
れ
に
は
職
場
や
企
業
だ
け
で
な
く
、

地
域
社
会
の

一
員
と
し
て
良
好
な
関
係

づ
く
り
が
よ
り
重
要
に
な
る
こ
と
も
認

識
し
た
い
。

会
派

「自
民
」

に
で
き
て
お
ら

」
。

す
の
「公

の
源
野
和
清
会

な
い
と
思

た
。

く
創
生
か

の
ベ
テ
ラ

「自
民
は
賛
ヽ
か

と
指
摘
し
た
。

下
げ
も
合
め

！
留
学
Ｊ

ｒ
ｏ
ｍ
い
し
か

・５
日
、
金
沢
ン
タ

生
徒
４．

自
身

の
探
究
に
減
ん

つ
。
生

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ

（野
々
市
明

絶
滅
危
惧
種

（伏
見
高
２
年
）

I

（‐８
日
）

馳
知
事
　
災
害
対
策
用
務
、
１７

・
３０

県
自
動
車
会
議
所
会
員
団
体
功
労
役
員
表

彰
式

（Ａ
Ｎ
Ａ
ホ
リ
デ
イ

・
イ
ン
金
沢
ス

カ
イ
）
村
山
金
沢
市
長
　
１３

・
００
　
な
で
し
こ

ジ
ャ
パ
ン
監
督
　
能
登
復
興
支
援
マ
ッ
チ

開
催
報
告

（庁
内
）
、
１８

・
３０
　
金
沢
青

年
会
議
所
例
会
で
講
演

（Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ

ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
金
沢
）

田
村
白
山
市
長
　
１０

・
００
　
市
議
会
本

会
議

釜
雷
つ

、
１７

・
３０
　
国
際
大
会
出

場
選
手
激
諦
笙
（
（庁
内
）

自
橋
小
松
市
長
　
９

・
３０
　
市
議
会
本

袋

　
（議

）

宮
元
加
賀
市
長
　
庁
内
執
務

粟
野
々
市
市
長
　
９

・
３０
　
市
議
会
本

会

　
（雪

）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
′

茶
谷
七
尾
市
長
　
災
害
対
応
、
１０

・
００

曇

釜

　　（議

）

井
出
能
美
市
長
　
行
政
用
務
で
県
外

油
野
か
ほ
く
市
長
　
災
害
対
応
、
１０

・

００
　
市
議
会

一
般
質
問

（庁
内
）

坂
口
輪
島
市
長
　
１０

・
００
　
市
議
会
本

会
議
六
議
場
）
、
終
了
後

市
議
会
予
算

決
算
委
員
会

（同
）

岸
羽
咋
市
長
　
１０

・
００
　
市
議
会
総
務

民
生
常
任
委
員
会

（庁
内
）
ヽ
１３

・
３０

市
議
会
産
業
文
教
常
任
委
員
会

（同
）

泉
谷
珠
洲
市
長
　
１１

¨
００
　
議
会
運
営

委
員
会

（産
業
セ
ン
タ
ー
）
、
１３

・
３０

議
員
全
員
協
議
会

（伺
）
、
１５

・
００
　
市

議
会
本
会
議

（同
）

矢
田
津
幡
町
長
　
１８

・
００
　
町
村
の
振

輿
を
考
み
且

本菖
異
蓋
類
諄

余

墓

δ

川
口
内
灘
町
長
　
人
間
ド
ッ
ク

稲
岡
志
賀
町
長
　
１３

・
００
　
町
議
会
運

営
委
員
会

（庁
内
）ォ
、
１３

・
３０
　
町
議
会

全
昌
爾
轟
丞
（
（同
）
、
１４

・
００
　
町
議
会

藝

書

）

宮
下
中
能
登
町
長
　
１３

一
３０
　
町
議
会

全
員
盪
蕗
公

金
倍
∪

、
１５

・
００
　
町
議

会
本
会
議

（同
）

大
森
能
登
町
長
　
災
害
対
応

変
達
宝
達
志
水
町
長
　
災
害
対
応

吉
村
穴
水
町
長
　
災
害
対
応
（
９

・
３０

南
ア
ル
プ
ス
市
表
故
訪
間
（同
市
役
所
）

前
川
北
町
長
　
庁
内
執
務

夏野市長4選出馬表明砺波

◆
世
銀
の
国
際
防
災
会
議
開
幕

世
界
銀
行
が
主
催
す
る
国
際
防
災

会
議

「防
災
グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ォ
ー
ラ

ム
２
０
２
４
」
が
１７
日
、
兵
庫
県
姫

路
市
で
開
幕
し
た
。
阪
神
大
震
災
か

ら
来
年
で
３０
年
と
な
る
の
を
前
に
、

被
災
と
復
興
を
経
験
し
た
兵
庫
を
ア

ジ
ア
初
の
開
催
地
に
選
ん
だ
。
馳
浩

１１
月
に
任
期
満
了
を
迎
え
る
砺
波
市
長
選
で
、

現
職
夏
野
修
氏
（６９
）Ｈ
無
所
属
、
３
期
――
は
１７
日

の
市
議
会
６
月
定
例
会
の
代
表
質
問
に
対
す
る
答

弁
で

「熟
考
、
熟
慮
を
重
ね
た
結
果
、
市
民
の
理

解
、
協
力
を
い
た
だ
き
、
市
政
運
営
を
担
う
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
の
思
い
に
至

っ
た
」

と
述
べ
、
４
選
出
馬
を
表
明
し
た
。　
　
　
、

夏
野
氏
は
昨
年
ど
ろ
か
ら
今
期
限
り
で
の
退
任

を
示
唆
し
、
市
民
や
市
議
会
が
続
投
を
求
め
る
な

ど
進
退
が
関
心
を
集
め
て
い
た
。

夏
野
氏
は
早
大
政
経
学
部
卒
。
富
山
県
観
光

・

地
域
振
興
局
長
な
ど
を
歴
任
し
、
２
０
■

２
年
の
市
長
選
で
初
当
選
。
１６
、
２０
年
は

無
投
票
で
再
選
し
た
。
秋
の
市
長
選
に
現

時
点
で
夏
野
氏
以
外
に
出
馬
の
動
き
は
み

ら
れ
な
い
。知

事
は
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
で

「能

登
半
島
の
地
域
の
伝
統
を
守
り
な
が

ら
、
革
新
的
な
技
術
を
も
っ
て
将
来

を
目
指
し
て
い
く
」
と
述
べ
た
。

■
Ｏ
Ｏ
力
国
超
の
政
府
関
係
者
や

専
門
家
ら
が
参
加
し

「伝
統

・
革
新

・
強
靭
性
」を
テ
ー
マ
に
議
論
す
る
。

２．
日
ま
で
。

NO NUKES
COOD BYEI

NUCLEAR POWER

PLANT SHIKA

原発ゼロを願う県民と全国のみなさんの参力|をお待ちしています。

主催/さよなら!志賀原発全国集会実行委員会
● 共同代表 :岩淵正明億賀原発訴訟弁護由長)

中垣たか子(さよなら!志賀原発ネットワ■ク)
‐ ゴヒ野 進 (「志賀原発を廃炉にI訴訟J原告団長)

共催/さようなら原発1000万人アクション

〈お問い合わせ〉実行委員会 TEL:076… 261-4657

志賀原発は次の大地震に耐えられない !

志賀原発の廃炉こを脱原発社会への突破口 !

I
■

■日

全国集会
'■

金沢 KANAZAWAI

【集会スケジュエル】※基謎縄鱈麗帷警
物販・飲食ブィスOPEN能登からも多数出店!
オープニング・ステ■ジ
(オサムノグチバンド石川9条おんがく隊 不□田廣治)
全体集会
岩淵 正明(志賀原発訴訟弁護団長)
鎌田  慧(ルポライター)
藤本 泰成て平和フォ■ラム顧間)
ほか全国各地や能登からの参加者アピールなど

金沢市内パレード     |
(香林坊中堅町T鱗町=北電前-21美前一市役所前)
終了予定    「   !

15:30

16:30

00

12:00
13:00

14:

′
珠V鶴療衛計■地薫
(2003,12珈う

章゙にけ,
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2024年縮豊半島地震岡7B6
震共分布
と

活断層
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●

●

西携曲

沖

曲

昨

婉

羽

東

原子力資料情報室HPより

”
● 〔〕̈
　
　
、
い

(2024年 二月 と0時 ▲0分 )
●

笹波沖B将層帯

前ノ瀬

能登半島地震は最 後 の 警 告 だ !

原子力防災にはまず原発廃炉 !
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